
鳶工事をメインに手掛けている徳島県の『迅翔興業』。
同社の関口社長は 22 歳で独立後、6年足らずで 15 名の従業員を抱えるまでに成長させた。
そんな社長は「特別、具体的な目標は立てていません」と語る。
これは、決して何も考えていないというわけではない。
この道で生きていくという、強い覚悟を持って仕事に臨んでいる社長は、
一つひとつの依頼に対して、全身全霊に取り組んで確実に現場を納めていく。
目の前にある仕事に全力で臨めば、結果は自ずとついてくるものだから─
それが同社を成長に導いている社長のスタイルだ。

「仕事一つひとつに直向きに打ち込めば、
自然と結果はついてくるんです」

㈱迅翔興業　代表取締役

関口 翔太
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この業界で生きると決意
熱心な仕事ぶりで確かな評価を得る

─まずは、関口社長の歩みからお聞か
せ下さい。
　ここ徳島市で生まれ育ち、中学卒業後、
15 歳で建設業界に入りました。当時か
らとにかく負けず嫌いで、仕事が好きだ
からというよりも、誰にも負けたくない、
という思いで、これまで仕事を続けてき
ましたね。
─そんな若い時分から働き始めて、こ
れまで道一筋に歩まれてきたと。
　ええ。ただ、働き始めて半年くらい
で、少しやんちゃが過ぎて、私は仕事を
辞めることになりまして……。そんな時
も、当時の勤め先の方が「待っているか
ら」と声を掛けて下さったんです。その
時に、自分を必要としてくれる人がいる
のだから、戻ることができたらこの道一
筋で働いていこうと決意しましたね。そ
うして、17 歳でそちらに戻り、現場に
復帰してみると、同年代の職人が増えて
いて、負けず嫌いに再び火がつきました。
それから一心に仕事に打ち込み、ありが
たいことに「関口の仕事ぶりは、ずば抜
けている」と言われるようになり、プレッ
シャーもありましたが、自信につながり

ましたね。その後、一度転職してさらに
技術に磨きをかけ、22 歳の時に取引先
の社長から、「オリンピックが決まって、
この業界にはこれから大きな波が来るか
ら、独立をしたらどうか」と勧められた
のがきっかけで独立。ありがたいことに、
私の仕事ぶりを見ていて下さった方が多
く、お仕事をいただいたり、お手伝いさ
せていただけたりしました。ですから、
独立後も軌道に乗せることができ、順調
にこれまで歩めています。
─やはり、社長の仕事に懸ける強い決
意があったから、周囲の人々から信頼さ
れて、順調なんだと思うのですよ。
　私は、この道で生きていくと決めてい
ましたし、それだけ仕事に熱中していま
す。その熱は誰にも負ける気はしません
から、そんな姿勢を周囲の方々が認めて
下さったのかもしれませんね。

県外からも依頼が殺到
ただ直向きに仕事を続けていく

─熱い思いを持っていらっしゃる社長
のもとには人材も自然と集まってくると
思います。現在、御社の従業員さんは何
名なのでしょうか。
　徳島の同業他社は横のつながりが強

く、一社 5名くらいで動いているところ
が多いのですが、当社は 15 名いるんで
すね。従業員たちがそれぞれ人を呼んで
きてくれたお陰で、人材不足な業界にも
かかわらず、人材集めに苦労を感じたこ
とがないんですよ。そして、私が昔やん
ちゃをしていた時に帰る場所を与えてく
れた方がいたように、一度当社に入って
くれた従業員には縁を感じますし、大切
にしていきたいんですよ。
　現在は、鳶工事をメインに解体・土木・
仮設工事などを幅広く手掛けていて、仕
事の依頼は、これまでのつながりからい
ただくことがほとんどなんです。依頼が
あれば、徳島県外も行きますし、最近で
は大阪の現場に行きました。基本的にど
こでも駆けつけますよ。
─人材もいて、仕事の依頼も多い。ま
さに順風満帆ですね。それも社長がこれ
まで紡いできた人との縁を大切にしてい
るからだと感じます。最後に、今後の目
標をお聞かせ願えますか。　
　独立した時は、将来の目標など立てる
余裕もなく、仕事をいただけるか、いた
だけないかもわからない状態でした。そ
して、いただけたお仕事に真っ直ぐ向き
合い、丁寧に一つずつこなすことで、結
果に結びつき、ここまで成長させること
ができました。ですから、経営設計のよ
うな目標は特に考えていなくて、「徳島
で一番大きい建築会社になる」という、
小学生が作文で書くような目標しか浮か
ばないんですよ（笑）。時代の流れもあ
りますから、先の事を考えても仕方ない
と思うんです。今こうしようと考えてい
ても、5年後それが通用するかはわかり
ません。ですから、将来何が起きても大
丈夫なように、今いただいている仕事を
しっかりこなすこと。そうすれば、5年
後は県内でも大きい会社になっているだ
ろうと思っています。これからも、目の
前にある仕事に邁進し、成長させていき
たいと思いますね。

（取材／ 2018 年 10 月）

 
「10代という若さで、この業界で生きていくと決意した関口社長は、
これまで仕事に対して真面目に、そして熱中して取り組んできたそ
う。それは、経営者となった今でも変わらず、『これまでのスタイ
ルを貫いていたら、仕事にも人材にも恵まれてきた。特別なことは
していない』と社長は話して下さいました。そんな真面目で確実な
仕事をする社長のもとに仕事が集まるのは当然なことのように思い
ますよね。応援していますよ」

野村 宏伸

徳島No.1の鳶工事会社へ
前進続ける若手職人集団
鳶工事をメインに、解体工事、土木工事、仮設工事など幅広い工事に携わっ
ている、徳島県の『迅翔興業』。同社の関口社長は、中学卒業からこの世
界に飛び込み、熱心に技術を突き詰めてきた。そんな技術を活かした確か
な仕事で、周囲からの信頼を獲得。県外からも多くの依頼が寄せられてい
る。本日は俳優の野村宏伸氏が、同社を訪問。お話を伺った。
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関口 翔太

株式会社 迅翔興業
徳島県徳島市南昭和町 1 丁目 23
三谷第一ビル 6F 3

徳島市出身。中学卒業と同時に鳶の世界に入る。持ち
前の負けん気の強さで、技術と知識を身につけ、22
歳の若さで独立。周囲とは一線を画する仕事ぶりが評
判を呼び、依頼が殺到。成長を続けている。
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